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祭
祀
と
特
殊
神
事

大
　
祭

十 六
二 月
月 三
二 十
十 日

日

仲

秋

祭

新

嘗
　
祭

中
　
祭

歳一九紀

一　

　

　

糸

一　
　
春

一　
　
　
冬
ヽ

一

小

祭

一　
　
式
　
日
　
祭

一　
　
月
　
次
　
祭

一　
　
継
元

榊
社

獄
日
祭

一
　

御

誕

辰

祭

一
　

御

正

忌

祭

一
　

桜

花

祭

一　
は一嘲
耐罐

一‐
‐‐
楓
除
際
‐・ほ
賑
際
‐

二
月
十
三
日

二
月
十
八
日

七
月
二
十
七
日
以
降
の

最
初
の
金
・土
。日
曜
日

十
月
体
育
の
日
、前
日
、

前
々
日
の
三
日
間

十

一
月
二
十
三
日

一
月

一
日

一
月
三
日

二
月
十

一
日

旧
二
月
初
卯
の
日

旧
十

一
月
初
卯
の
日

毎
月

一
日

毎
月
十
五
日

毎
月
適
日

一
月
二
日

一
月
六
日

四
月

一
日

四
月
十
日

四
月
二
十
九
日

六
月
二
十
六
日

八
月
七
日

祭 祭 元 始 旦

致 致 祭 祭 祭
祭 祭

御 例 鎮

撃祭疫
祭  祭

風
除
報
賽
祭

神

　

能

除
　
夜
　
祭

恒
　
例
　
式

大
　
祓
　
式

鎮
疫
祭

疫
病
災
禍
を

祓
い
鎮
め
る
祭

り
で
、

宮
司
以

下
神
職
が
捧
げ

る
五
色
の
御
幣

を
従
者
が
鳥
居

の
上

へ
投
げ
越

す
、
勇
壮
な
幣

越
神
事
が
行
わ

れ
、
蘭
陵
王
が

舞
わ
れ
る
。

例
　
祭

い
わ
ゆ
る
宇

佐
祭
と
い
わ
れ

る
も

の
で
、
皇

室
よ
り
幣
吊
を

賜
り
斎
行
さ
れ

る
重
儀
。

十
月
二
十
日

十
月
二
十

一
日

十
二
月
二
十

一
日

春
祭

。
冬
祭

（致
祭
）
　

初
卯
の
日
の
祭
り

で
、
祭
り
の
前
後
十
二
日
間
に
わ
た

っ
て
、

宮
司
以
下
神
職
は
斎
戒
を
行
う
。
西
の
日
か

ら
卯
の
日
ま
で
毎
日
祭
事
が
行
わ
れ
る
。

仲
秋
祭

音
は
放
生
会
と
い
っ
た
。
養
老
年
間
の
隼

人
の
叛
乱
を
鎮
め
ら

れ
た
八
幡
大
神
の
御

神
意
で
、
隼
人
た
ち

の
霊
を
慰
め
更
生
さ

せ
る
た
め
和
間
の
浜

で
蛤
貝
を
隼
人
の
霊

と
し
て
放
生
す
る
の

が
仲
秋
祭
で
あ
る
。

御
神
幸
祭

昔

は
御
祓
会
と
い

っ
て
、
夏
越
し
神
事

の
こ
と
で
あ
る
。
出

御
、
還
御
の
行
列
は

美
し
い
前
陣
や
後
陣

の
執
物
所
役
の
お
供
、

宮
司
は
古
来
よ
り
輿

に
乗

っ
て
お
供
を
す

る
定
め

で
、
華
麗

・

勇
壮
な
夏
祭
り
が
盛

大
に
行
わ
れ
る
。

車をこ利用の場合

小倉駅

大分空港

宇
佐
神
宮
参
拝
交
通
案
内

小
倉
か
ら
特
急
で
約
五
十
分
。
大
分
か
ら
特

急
で
約
四
十
分
。
「宇
佐
駅
」
下
車
。

宇
佐
駅
か
ら
車
で
約
十
分
。
宇
佐
八
幡
バ
ス

停
か
ら
徒
歩
で
約
十
分
。
大
分
空
港
か
ら
車

で
約

一
時
間
。

※
宝
物
館
は
毎
週
火
曜
日
が
休
館

（
祭
日
の

時
は
翌
日
休
館
）―

時
間
３０
分
　
九
州
高
速

・
宇
佐
別
府
道
路

40分

九州大分道

宇佐別府道路

25分

九州大分道

宇佐別府道路

30分

九州大分道

宇佐別府道路

40分

九州大分道
・宇佐別府道路

」 R

車

50分

1時間

宇佐駅
‐‐‐r O分

 0宇 佐ネ申宮

大分撃

■‐||■
|

宇佐ネ申

員■D   50分  
別r



占
瘍
鐘
爆
≧
神
代
へ
鰊
雉
聯

御

祭

神

一
之
御
殿
　

ひ八
輔
款
榊
　
（

た応

きネ申
状
鯉
ン
　
　
パ‐

二
之
御
殿
　
比
売
大
神
　
（多
岐
津
姫
命
、

就
杵き嵯
姻
従
、多た
結
理り
娼
鮮
）

三
之
御
殿
　
概
班
肇
席
　
（康
財
疑
姻
従
）

由

　

緒

宇
佐
神
宮
は
全
国
八
幡
社
の
総
本
宮
で
あ

る

。八
幡
さ
ま
と
は
応
神
天
皇
の
御
神
霊
で

欽
明
天
皇
の
三
十
二
年

（五
七

一
）
に
初
め
て

こ
の
宇
佐
の
地
に
御
示
現
に
な
り

「わ
れ
は

誉
田
天
皇
広
幡
八
幡
麿
呂
な
り
。
我
名
を

ば
護
国
霊
験
威
力
神
通
大
自
在
王
菩
薩
と

申
す
」
と
告
げ
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
大
陸
の
文
化
や
産
業
を
輸
入
し

て
新
し
い
国
づ
く
り
を
進
め
ら
れ
、
英
明
に

し
て
神
徳
も
高
く
、
皇
室
で
は
伊
勢
に
つ
ぐ
御
先
祖
の
神
社
と
し
て
崇
敬

さ
れ
、
特
に
勅
使
の
和
気
清
麿
に
国
体
を
正
す
神
教
を
授
け
た
こ
と
で
有

名
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
こ
の
宇
佐
は
神
代
に
比
売
大
神
が
天
降
ら
れ
て
早
く
か
ら

開
け
た
処
で
、
宇
佐
の
国
造
は
こ
の
神
を
祀
っ
た
。
ま
た
神
武
天
皇
の
皇
軍

を
迎
え
た
聖
地
で
も
あ
っ
た
の
で
、
八
幡
さ
ま
比
売
大
神
、
及
び
神
功
皇
后

を
ま
つ
る
宇
佐
神
宮
が
奈
良
朝
の
神
亀
年
間
に
創
立
せ
ら
れ
た
の
も
当
然

の
こ
と
で
あ
る
。

比
売
大
神
は
後
に
筑
前
の
宗
像
大
社
や
、
安
芸
の
厳
島
神
社
に
ま
つ
ら

れ
福
徳
愛
敬
、
交
通
安
全
等
の
守
護
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
ま
た
神
功
皇

一卿新灘
『牝
績誦
鱚
鶯
ギ型
一〕
幸拳、

鋳
鸞
流
れ
を
伝
え
炸

宇
佐
神
宮
本
殿

（国
宝
）
　

本
殿
は
南
面
し
て
い
て
、

第

一
殿
、
第
二
殿
、
第
二
殿
の
二
一棟
が
並
ん
で
い
る
。

向

っ
て
左
か
ら

創
紀
は
、
第

一

殿
が
神
亀
二
年

（七
二
五

年
）、
第
二
殿
は
天
平
五
年

（七
三
二
年
）、
第
二
殿
が

弘
仁
十
四
年

（八
二
三
年
）

で
あ
る
。
現
在
の
本
殿
は
、

安
政
二
年
か
ら
文
久
元
年

（
一
八
五
五
～

一
八
六

一

年
）
に
か
け
て
造
営
さ
れ

た
と
き
の
ま
ま
で
、
昭
和

三
十
八
、
九
年
に
大
修
復

が
行
わ
れ
た
。
三
殿
と
も

自
壁
朱
漆
柱
の
華
一麗
な
建

物
で
規
模
は
ほ
ぼ
同
じ
、

切
妻
造
の
屋
根
を
二
つ
が
造
り
合
い
に
な

っ
て
い
る
。
古
い
神
社
建
築

の
一
つ
の
形
式
を
伝
え
、
八
幡
造
り
と
い
う
。

神
　
輿
　
宇
佐
神
宮
の
神
興
は
創
祀
以
来
国
の
重
大
時
等
に
、
奈
良
や
大

隈

・
日
向
ま
で
も
行
幸
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
存
す
る
神
興
は
室
町

将
軍
足
利
義
持
の
と
き
の
社
寺
復
興
に
際
し
、
大
内
盛
見
が
寄
進
し
た

も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
三
殿

一
徳
の
八
幡
宮
の
御
神
威
は
皇
室
だ
け
で

な
く

一
般
の
人
々
に
も
鎮
守
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
。

一　
清
和
天
皇
の
と
き
僧
行
教
に
よ
り
、
貞
観
二
年

（八
六

，　
○
）
に
平
安
京
の
鎮
護
と
し
て
宇
佐
の
御
分
霊
を
祀
り

て
石
清
水
八
幡
宮
を
創
立
し
、
源
頼
朝
は
鎌
倉
幕
府
の

鎮
守
と
し
て
鶴
岡
八
幡
宮
を
た
て
る
と
い
う
よ
う
に
全

国
に
四
万
社
あ
ま
り
の
御
分
社
が
次
々
に
ま
つ
ら
れ
た
。

ま
た
聖
武
天
皇
の
勅
願
で
、
神
宮
寺
爾
勒
寺
を
建
て

ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
東
半
島
を
中
心
と
し
た
六
郷

満
山
の
仏
教
文
化
発
祥
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

銅
鐘

（国
指
定
重
文
）

こ
の
鍾
は
朝
鮮
鍾
で
、

銅
部

に
天
女

の
像
が

陽
刻
さ
れ
て
い
る
。

朝
鮮
で
造
ら
れ
た
も
の

が
爾
勒
寺
に
寄
進
さ
れ
た
も
の
。

自
鞘
入
剣

（国
指
定
重
文
）

長
大
な
堂
々
と
し
た
剣
で
長
さ
三
尺

一
寸
、

両
鏑
造
り
。
銘
に
よ
る
と
後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
で

あ
る
懐
良
親
王
が
、
征
西
将
軍
と
し
て
鎮
西
を
平

定
さ
れ
た
と
き
、
武
運
長
久
を
祈
願
し
て
御
奉
納

に
な

っ
た
剣
で
あ
る
。
ま
た
社
僧
の
神
息
の
刀
も

名
刀
で
あ
る
。

宇
佐
宮
造
営
指
図
三
幅

（国
指
定
重
文
）

上
宮

仮
殿
地
判
指
図
は
鎌
倉
時
代
の
文
治
年
間

（
一
一
八

五
～
九
〇
）
の
も
の
で
現
存
す
る
わ
が
国
最
古
の
建

築
指
図
で
あ
る
。
室
町
時
代
の
爾
勒
寺
造
営
指
図
、

上
宮
造
営
指
図
が
指
定
さ
れ
、
又
応
永
の
古
図

（県

指
定
）
と
共
に
当
事
の
様
子
が
良
く
画
か
れ
て
い
る
。

古
文
書

（県
有
形
文
化
財
）

八
幡
宇
佐
宮
託
宣
集

十
六
巻
、
到
津
文
書
四
六
三
通
、
永
弘
文
書
三
、

三
四
九
通
、
小
山
田
文
書
五
四
六
通
な
ど
、
当
神

宮
に
関
係
す
る
古
文
書
類
が
多
数
保
管
さ
れ
て
い
る
。

能
衣
裳
と
能
面

　

十
月
二
十

一
日
、
風
除
報
賽
祭
の
二
日
目
に
数
百
年
の

音
か
ら
能
を
神
前
に
奉
納
す
る
行
事
が
あ
る
。
御
神
能
と
い
い
、
こ
の
と

き
の
能
面
や
衣
裳
が
多
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。
現
存
の
も
の
は
、
細
川
忠

興
公
が
豊
前
領
主
の
こ
ろ
寄
進
し
た
も
の
で
、
能
面
は
特
に
秀
れ
た
作
。

二
凄
　

そ
も
そ
も
八
幡
信
仰
は
、
応
神
天
皇
の
聖
徳
を
た
た

礼
彬けけ側行数麻Ｆ師訓型の文甜呻晰瓢ｔ鞘勧も帥

造
物
、
宝
物
に
そ
の
う
る
わ
し
い
姿
を
遺
し
て
い
る
。
本
殿
は
国
宝
で
八
幡

造
り
で
あ
る
ほ
か
、
そ
の
豪
華
な
檜
皮
葺
丹
塗
の
各
社
殿
は
千
古
斧
を
入

れ
な
い
深
緑
の
杜
に
映
え
て
い
る
。



ピ
テ
イ
ガ
シ
の
森
に
回
ま
れ
ぬ
丹
鐘
り
の
神
麟

寄
藻
川
に
か
か
る
朱
塗
り
の
欄
千
の
橋
を
渡

っ
て
参
道
に
入
る
と
、

ま
ず
黒
男
神
社
が
見
え
て
く
る
。
景
行
天
皇
か
ら
仁
徳
天
皇
ま
で
の
五

代
の
天
皇
に
二
四
〇
余

年
忠
誠
を
つ
く
し
て
仕

え
た
と
伝
え
ら
れ
る

武
内
宿
爾
を
お
祀
り
す

る
社
で
、
長
寿
、
忠
誠
、

奉
仕
な
ど
高
い
御
神
徳

を
授
け
ら
れ
る
。
大
鳥

居
を
く
ぐ
る
と
右
手
に

，
日
本
三
沢
の
池

‘の

一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る

初
沢
の
池
が
あ
り
、
夏

に
は
華
一麗
な
薄
紅
色
の

蓮
の
花

（原
始
蓮
）
が
咲
き
乱
れ
る
。
そ
の
横
に
宝
物
館
が
た
つ
。
ほ

ど
な
く
神
宮
庁
に
出
、
手
水
舎
、
応
神
天
皇
の
御
子
神
を
祀
る
春
宮
神

社
、
そ
の
裏
手
に
須
佐
之
男
命
を
祀
る
八
坂
神
社
が
あ
り
、
西
参
道
に

通
じ
る
呉
橋
に
至
る
。
屋
根
の
あ
る
こ
の
呉
橋
は
、
鎌
倉
時
代
以
前
か

ら
あ
り
、
音
呉
の
国
の
人
が
架
け
た
と
も
い
わ
れ
る
。

八
幡
総
本
宮
に
ふ
さ
わ
し
い
威
容
を
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
祀
ら
れ

る
八
幡
大
神
、
比
売
大
神
、
神
功
皇
后
の
脇
殿
と
な
る
春
日
神
社
、
北

辰
神
社
、
住
吉
神
社
も
鮮
や
か
な
中
に
も
つ
つ
ま
し
く
た
た
ず
む
。
春

は
陽
光
に
、
夏
は
蝉
し
ぐ
れ
に
、
ま
た
秋
は
紅
葉
に
、
冬
は
雪
化
粧
に
、

四
季
を
通
じ
て
心
を
豊
か
に
導
く
こ
の
杜
に
、
遠
近
か
ら
の
参
拝
者
は

後
を
絶
た
な
い
。

本
宮
か
ら
西
大
門

、

宇
佐
鳥
居
を
く
ぐ

っ
て

若
宮
神
社
に
出
る
。
西

大
門
は
文
禄
の
頃
改
築

さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
以

来
こ
の
桃
山
風
の
華
麗

な
構
造
で
、
国
宝
の
本

殿
や
勅
使
門
な
ど
と
と

も
に
宇
佐
神
宮
を
象
徴

す
る
建
物
と
な

っ
て
い

る
。
西
大
門
前
の
宇
佐

鳥
居
は
、
宇
佐
宮
古
来

の
形
式
を
持

つ
鳥
居
と

し
て
有
名
で
、
額
束
が

な
く
台
輪
を
柱
上
に
置

く
姿
は
宇
佐
鳥
居
の
規
格
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
応
神
天
皇
の
若
宮
で

あ
ら
れ
る
大
鶴
鵠
命

（仁
徳
天
皇
）
外
皇
子
を
奉
斎
し
て
い
る
若
宮
神

社
を
経
て
石
段
を
下
る
と
も
と
の
参
道
に
出
る
。
手
水
舎
か
ら
右
に
折

れ
る
と
参
拝
者
の
休
憩
所
と
し
て
も
使
わ
れ
る
絵
馬
殿
が
桜
、
藤
に
囲

ま
れ
て
建

っ
て
い
る
。
そ
の
横
に
は
大
き
な
菱
形
池
が
あ
り
、
八
幡
大

う

っ
そ
う
と
繁
る
イ
チ
イ
ガ
シ
の
杜
。
本
宮
に
通
じ
る
石
段
の
上
に

ひ
と
き
わ
鮮
や
か
に
大
鳥
居
が
建
ち
、
参
拝
者
の
目
を
奪
う
。
大
鳥
居

下
の
参
道
を
右
に
行
く
と
予
富
に
出
る
。
御
祭
神
は
上
宮
と
同
じ
で
、

嵯
峨
天
皇
の
弘
仁
年
間
に
勅
願
に
よ

っ
て
造
宮
使
を
御
差
遣
、
上
宮
の

御
分
神
を
御
鎮
祭
に
な

っ
た
も
の
で
、
農
業
と
関
係
が
深
い
。
砂
利
の

し
か
れ
た
参
道
を
し

ば
ら
く
歩
く
と
、
鬼

の
百
段
で
知
ら
れ
る

南
大
門
が
あ
ら
わ
れ

る
。
き

っ
ち
り
百
段

の
石
段
を
登
り
き
る

と
、
国
宝
の
宇
佐
神

宮
本
宮
が
静
か
に
鎮

座
さ
れ
て
い
る
。

勅
使
門
を
中
心
に

回
廊
が
巡
り
、
そ
の

内
側
に
御
本
殿
が
あ

る
。
左
か
ら

一
の
御

殿
、
二
の
御
殿
、
三

の
御
殿
と
並
ぶ
八
幡

造
り
の
均
勢
の
と
れ

た
姿
は
苔
む
す
檜
皮

摯
の
屋
根
、
丹
塗
り

の
各
社
殿
、
純
自
の

壁
な
ど
、
色
彩
の
妙

と
あ
い
ま

っ
て
、

神
が
御
現
わ
れ
に
な
っ
た
霊
池
と
し
て
も
有
名
。　
藻
を
浮
か
べ
る
水
面
に

は
能
舞
台
が
そ
の
優
雅
な
姿
を
映
し
て
い
る
。
亀
山
の
北
に
あ
る
頓
宮

は
、
夏
の
神
幸
祭
の
と
き
の
御
旅
所
に
あ
た
る
社
殿
で
あ
る
。
な
お
し

ば
ら
く
歩
く
と
、
護
皇
神
社
と
和
気
清
麿
公
の
碑
と
大
尾
神
社
が
建

つ

大
尾
山
に
つ
く
。
護
皇
神
社
は
、
法
皇
の
位
か
ら
帝
位
を
も
奪
わ
ん
と

す
る
弓
削
道
鏡
の
野
望
を
、
八
幡
神
の

「無
道
の
者
は
早
く
掃
除
せ
よ
」

と
い
う
御
神
勅
を
天
皇
に

秦
上
し
た
勅
使
の
和
気
清

麿
公
を
御
祭
神
と
し
て
祀

っ
て
い
る
。
大
尾
神
社
は

そ
の
和
気
清
麿
公
が
国
体

擁
護
の
御
神
教
を
授
か

っ

た
霊
地
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
大
尾
山
に
立

つ
と
き
古
代
か
ら
の
営
々

と
し
た
信
仰

へ
の
熱
い
息

吹
に
思
い
を
よ
せ
な
い
で

は
い
ら
れ
な
い
。

こ
れ
ら
の
神
社
の
ほ
か

菟
狭
津
彦
命
を
祀
る
宇
佐

祖
神
社
、
た
翻
距
義ぎ
翁
を

祀
る
大
神
祖
神
社
、
大
山
積
命
を
祀
る
亀
山
神
社
、
大
隈
日
向
国
の
隼

人
の
霊
を
祀
る
百
健
神
社
、
平
野
神
社
、
善
神
王
神
社
、
八
子
神
社
、

椎
宮
神
社
、
水
分
神
社
が
こ
の
神
域
の
杜
に
た
た
ず
む
。
ま
た
、
国
東

を
中
心
と
し
た
六
郷
満
山
の
仏
教
文
化
の
隆
盛
を
誇

っ
た
神
宮
寺
爾
勒

寺
跡
も
、
西
参
道

一
帯
に
の
こ
り
、
歴
史
の
重
さ
を
今
に
伝
え
て
い
る
。


